
住所　　静岡県三島市４８４５番地

氏名　　東レ株式会社　三島工場

　　　　工場長　　平岡　俊彦

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　　０５５－９８９－２４４０

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

製造品出荷額　３５，１３１百万円

2022年6月17日
静岡県知事　　川勝　平太　殿

７３７人

別紙－１のとおり

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

静岡県三島市４８４５番地

繊維工業（化学繊維製造業）
化学工業（医薬品製造業）
プラスチック製品製造業（プラスチックフィルム製造業）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

東レ株式会社　三島工場

計 画 期 間 ２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日



産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　「廃棄物処分マニュアル」を作成し、従業員への周知を図っている。ま
た各職場毎に廃棄物置場を設置し、分別の状態を確認してから、外部への
処理委託を実施している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　今後も従業員に対して分別廃棄の周知徹底活動や、必要に応じ廃掃法の
改正に関わる教育を実施していく。

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（２０２１年度）実績】

（これまでに実施した取組）

　ＩＳＯ１４００１活動による、発生抑制活動。
　・収率改善、トラブル削減による廃棄物の発生抑制。
　・分別徹底による、有価物化の推進。

（今後実施する予定の取組）

　従前のＩＳＯ１４００１活動による発生抑制活動を継続するとともに、
発生量の増加した「廃プラスチック類」に重点を置き、削減活動を実施す
る。

別紙－２のとおり

【目標】

別紙－２のとおり

②計画

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

 廃棄物処理管理体制 

統括管理責任者 

（工場長） 

産業廃棄物管理責任者 

（環境保安課長） 

特別管理産業廃棄物管理責任者 

（法定有資格者から選任） 

処理施設の技術管理者 

（法定有資格者から選任） 

産廃発生部署の責任者 

（各部署から選任） 

処理施設の管理責任者 

（設置部署の課長） 



産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

別紙－２のとおり

（これまでに実施した取組）

　実施していない（回収原料の利用は、工程の中に組み込まれている）。

【目標】

別紙－２のとおり

（今後実施する予定の取組）

　実施する予定なし。

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物
の 量

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（２０２１年度）実績】

①現状

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

別紙－２のとおり

①現状

【前年度（２０２１年度）実績】

別紙－２のとおり

【目標】

（今後実施する予定の取組）

　水処理施設から発生する余剰汚泥の、脱水・乾燥による減量化を継続す
る。

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

（これまでに実施した取組）

　水処理施設から発生する余剰汚泥の、脱水・乾燥による減量化を実施。

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

②計画

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり



認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

（第４面）

①現状

②計画

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

（今後実施する予定の取組）

　実施する予定なし。

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【目標】

【前年度（２０２１年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

（これまでに実施した取組）

　実施していない。

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

別紙－２のとおり

①現状

全 処 理 委 託 量

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

【前年度（２０２１年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

再生利用業者への処
理 委 託 量

別紙－２のとおり

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

（これまでに実施した取組）

　優良認定業者・再生利用業者への処理委託の推進と、処理委託業者への優良認
定取得の働きかけを実施。

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり



優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

別紙－２のとおり

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

（今後実施する予定の取組）

　現状の優良認定業者・再生利用業者への処理委託を継続するとともに、より環境
保全意識の高い処理業者へ、優先的に処理を委託する。

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり

別紙－２のとおり



【原材料受け入れ】 【一次廃棄物】 【自社処理】 【二次廃棄物】 【外部委託】

水処理施設
（排水） 余剰汚泥の脱水・乾燥

中間処理後
有効利用

木くず

ガラス・陶磁器くず

原料
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂製造
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維製造
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ製造
医薬品製造

（
別
紙
－
１
）

中間処理後
有効利用

中間処理後
有効利用

中間処理後
有効利用

産業廃棄物の一連の処理工程

金属くず

廃アルカリ

中間処理後
有効利用

荷資材

中間処理後
有効利用

中間処理後
有効利用

廃プラスチック類

【製造工程】

（乾燥）汚泥
中間処理後
有効利用

中間処理後
有効利用

汚泥

廃油

廃酸



単位㌧

汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 金属くず
ｶﾞﾗｽくず及び
陶磁器くず

合計

現状：2021年度実績 16,028 242 1 40 631 13 30 1 16,986

計画：2022年度目標 16,003 217 1 36 567 11 27 1 16,863

現状：2021年度実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画：2022年度目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0

現状：2021年度実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画：2022年度目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0

現状：2021年度実績 15,785 0 0 0 0 0 0 0 15,785

計画：2022年度目標 15,785 0 0 0 0 0 0 0 15,785

現状：2021年度実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画：2022年度目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0

現状：2021年度実績 243 242 1 40 631 13 30 1 1,201

計画：2022年度目標 218 217 1 36 567 11 27 1 1,078

現状：2021年度実績 37 220 1 40 615 13 0 1 927

計画：2022年度目標 33 198 1 36 553 11 0 1 833

現状：2021年度実績 206 22 0 0 16 0 30 0 274

計画：2022年度目標 185 19 0 0 14 0 27 0 245

現状：2021年度実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画：2022年度目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0

現状：2021年度実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画：2022年度目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（
別
紙
－
２
）

産業廃棄物の排出の抑制に
関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に
関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分
又は海洋投入処分に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
中間処理に関する事項

認定熱回収業者
処理委託量

認定外熱回収業者
処理委託量

全処理委託量

優良認定業者
処理委託量

再生利用業者
処理委託量

産業廃棄物の処理の
委託に関する事項

熱回収した量

中間処理により
減量した量


